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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成29年11月24日(2017.11.24)

【公表番号】特表2016-539463(P2016-539463A)
【公表日】平成28年12月15日(2016.12.15)
【年通号数】公開・登録公報2016-068
【出願番号】特願2016-526931(P2016-526931)
【国際特許分類】
   Ｆ２１Ｓ   8/08     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ   5/00     (2015.01)
   Ｆ２１Ｖ   5/04     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ   5/02     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ  19/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 105/16     (2016.01)
   Ｆ２１Ｙ 115/10     (2016.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２１Ｓ    8/08     ２１０　
   Ｆ２１Ｖ    5/00     ３２０　
   Ｆ２１Ｖ    5/04     ２００　
   Ｆ２１Ｖ    5/02     ３００　
   Ｆ２１Ｖ   19/00     １５０　
   Ｆ２１Ｖ   19/00     １７０　
   Ｆ２１Ｙ  105:16     　　　　
   Ｆ２１Ｙ  115:10     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年10月13日(2017.10.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　円周反射壁によって取り囲まれ、光入射面と光放出窓との間に延在するテーパリング空
洞であって、前記光入射面は、光源によって、実質的に完全に覆われているか、又は、実
質的に完全に覆われることになる、前記テーパリング空洞と、
　前記光入射面に隣接して、又は、前記光入射面において設けられ、動作中、少なくとも
、相互に横断する第１の方向及び第２の方向へと発せられる光源光を生成する前記光源を
収容する光源保持手段と、
　光軸に沿った再分配された照明ユニット光ビームとして放射されるべき前記光源光を方
向転換させるために前記光放出窓において設けられる超小型要素を有する光出力構造を有
する光学板と、
　を含み、
　再分配された前記照明ユニット光ビームは、前記第１の方向において、ビーム放出角β
を有し、
　前記テーパリング空洞は、前記第１の方向において、第１のカットオフ角αを有し、
　ここで、β＝α＋２＊δであり、ここで、０°＜δ＜＝１５°、６５°＜＝β＜＝１６
５°であり、
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　前記光源は、前記第１の方向において、サイズＳ１を有し、前記テーパリング空洞は、
前記光軸に沿う方向において、高さＨを有し、各超小型要素は、前記第１の方向において
、対応する寸法Ｄｎを有し、ここで、０．０１ｍｍ＜＝Ｄｎ＜＝Ｄｍａｘであり、ここで
、Ｄｍａｘ、Ｈ及びＳ１は、Ｈ＞＝３＊Ｓ１及びＤｍａｘ＜＝１＊Ｓ１によって相互に関
連する、照明ユニット。
【請求項２】
　前記光出力構造は、前記光入射面に面している、請求項１に記載の照明ユニット。
【請求項３】
　再分配された前記照明ユニット光ビームは、前記第１の方向を横断する前記第２の方向
において、第２のビーム放出角γを有し、前記テーパリング空洞は、前記第１の方向を横
断する前記第２の方向において、第２のカットオフ角εを有し、ここで、γ＝ε＋θであ
り、ここで、０°＜＝θ＜＝２０°である、請求項１又は２に記載の照明ユニット。
【請求項４】
　前記照明ユニットは、前記光入射面において前記光源を含み、前記光源は、前記光入射
面の平面における方向において、サイズＳｍを有し、前記テーパリング空洞は、前記光軸
に沿う方向において、高さＨを有し、各超小型要素は、前記光軸を横断する方向において
、寸法Ｄｎを有し、ここで、０．０１ｍｍ＜＝Ｄｎ＜＝Ｄｍａｘであり、ここで、Ｄｍａ
ｘ、Ｈ及びＳｍは、Ｈ＞＝３＊Ｓｍ及びＤｍａｘ＜＝１＊Ｓｍによって相互に関連する、
請求項１乃至３の何れか一項に記載の照明ユニット。
【請求項５】
　前記超小型要素は、前記光軸を横断する方向における寸法Ｄｎと、前記光軸に沿うファ
セット高さｈとを有し、ここで、０．０１ｍｍ＜＝Ｄｎ＜＝１０ｍｍ及び０．０１ｍｍ＜
＝ｈ＜＝Ｄｎである、請求項１乃至４の何れか一項に記載の照明ユニット。
【請求項６】
　前記光入射面の真向いではない前記超小型要素は、前記光入射面に面している屈折ファ
セット面を有し、前記超小型要素は、前記光軸に対して傾斜向きにある、請求項１乃至５
の何れか一項に記載の照明ユニット。
【請求項７】
　前記光入射面の真向いの前記超小型要素は、前記光入射面に面している２つの屈折ファ
セット面によって形成される切妻屋根形状の横断面を有する、請求項１乃至６の何れか一
項に記載の照明ユニット。
【請求項８】
　前記超小型要素は、前記第１の方向及び／又は前記第２の方向において、前記光入射面
に向かって傾斜された向きに方向付けられている、請求項１乃至７の何れか一項に記載の
照明ユニット。
【請求項９】
　前記超小型要素は、非連続的な線を形成する別個の識別可能な実体であり、各線は、幾
つかの前記実体を含む、請求項１乃至８の何れか一項に記載の照明ユニット。
【請求項１０】
　前記光入射面及び前記光放出窓は、傾斜角φにおいて相互に傾斜され、φは、０＜φ＜
＝３０°の範囲内にある、請求項１乃至９の何れか一項に記載の照明ユニット。
【請求項１１】
　αは、１００°＜＝α＜＝１６０°の範囲内にある、請求項１乃至１０の何れか一項に
記載の照明ユニット。
【請求項１２】
　εは、３０°＜＝ε＜＝６５°の範囲内にある、請求項３乃至１１の何れか一項に記載
の照明ユニット。
【請求項１３】
　前記光軸に沿う投影において、前記光放出窓は、長方形の外形を有し、長さ対深さのア
スペクト比は、１．５乃至７の範囲内にある、請求項１乃至１２の何れか一項に記載の照
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明ユニット。
【請求項１４】
　前記照明ユニットは、内蔵光源を含み、前記内蔵光源は、前記光軸に沿う投影において
、１．５乃至１５の範囲内にある光源長さ対光源深さのアスペクト比を有する、請求項１
乃至１３の何れか一項に記載の照明ユニット。
【請求項１５】
　前記光放出窓の表面と前記光源の表面との比率は、２５乃至５００の範囲内である、請
求項１乃至１４の何れか一項に記載の照明ユニット。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の照明ユニットは、具体的には、不所望の方向に光が放射されないことによって
、グレアが効果的に弱められることにより、道路の照明に有利に使用される。この場合、
道路の長さ方向が、照明ユニットの第１の方向に対応する。特に、好適には、１．５乃至
７の範囲内、好適には、４乃至５．５の範囲内にある長さ対深さのアスペクト比を有する
長方形の外形で、長方形のその最大寸法が道路の長さ方向に取り付けられる長方形に形成
された光放出窓を有する照明ユニットが、道路の照明に有利に使用される。このアスペク
ト比の範囲において、光学部品、即ち、リフレクタ及び光学板のサイズを縮小することが
でき、これにより、照明ユニットをより安くする。同様の理由から、照明ユニットの一実
施形態は、当該照明ユニットが、内蔵光源を含み、当該内蔵光源は、光軸に沿う投影にお
いて、１．５乃至１５の範囲内、好適には、３乃至１０の範囲内にある光源長さ対光源深
さのアスペクト比を有することを特徴とする。更に、特に道路照明における応用について
、光放出窓の表面と光源との表面比は、好適には、２５乃至５００の範囲内である。この
場合、ターゲット領域、即ち、道路の照明において、高い角度における十分な強度が得ら
れる。この点につき、高い角度とは、光軸に対して５０°を超える角度を意味する。
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